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■地域公共交通計画策定にかかる見直しポイント 

 

１. 「地域公共交通計画」策定の手引き上の見直し 

令和２年の「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」の改正に伴い、従来の「地域公

共交通網形成計画」（以降、「現行計画」）に代わる、新たな法定計画として「地域公共交通計画」

（以降、「次期計画」）の作成が努力義務化された。 

本市においても平成 30 年 3 月に策定された「加西市地域公共交通網形成計画」から、今年度

策定予定の「（仮称）加西市地域公共交通計画」への見直しにあたり、以下の点に留意していく。 

 

＜ 「地域公共交通網形成計画」から「地域公共交通計画」への移行に伴う留意点 ＞ 

計画の対象 

➢ネットワークの確保・充実に加え、ダイヤや運賃などの面からもサー

ビスを総合的に捉え、改善や充実に取り組む 

➢地域の輸送資源を総動員する具体策を盛り込むことができる 

位置付け 
➢地方公共団体による作成を法的に努力義務化 

➢基本的に全ての地方公共団体において計画の作成や実施に取り組む 

実効性確保 
➢定量的な目標の設定や毎年度の評価などの仕組みを制度化 

➢定量的なデータに基づく PDCA の取組を強化 

※地域公共交通等策定と運用の手引き（令和４年３月 国土交通省）より引用    

 

 

 

 

 

  

資料 8-2 

令和 4 年 3 月より、地域公共交通計画の作成及び計画における補助系統等の位置付けの補助

要件化（計画制度と補助制度の連動化）に伴い、令和 7 年事業年度（令和 6 年 10 月 1 日～令

和 7 年 9 月 30 日）以降は地域公共交通計画を作成していなければ、幹線系統、フィーダー系

統の補助が受けられなくなる。（令和 7 年事業年度の認定申請の提出期限は令和 6 年 6 月） 
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２. 地域情勢等の公共交通をとりまく状況変化に伴う見直し 

現行計画策定より約５年が経過しており、地域情勢等の公共交通をとりまく状況に変化があ

ることから、以下の点を中心に次期計画を作成する。 

 

① 社会状況の変化 
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＜ クルマを気軽に利用できない人の人口割合 ＞ 

＜ 人口･高齢化率･年少人口比率の推移 ＞ 

出典） 直近のパーソントリップ調査 

（2010［H22］近畿 PT） 

※）年齢不詳人口は除く 

出典）国勢調査 

・現行計画より約５年が経過しており、年齢構成や外出状況の変化、外国人人口（≒

労働者）の増加が生じていることから、これらの方々をさらに外出しやすくするこ

とも踏まえて、次期計画を検討 

5 年が経過して
65 歳以上の高
齢者割合が増加 

次のパーソントリップ調
査（R3）では、さらに

増加すると想定 
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＜ 加西市における外国人人口の推移 ＞ 

出典） 加西市統計書 

外国人人口（≒労働者）
は増加傾向にある 
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・昨今のコロナ禍によって、公共交通の利用状況等に変化が生じていることから、こ

れらも踏まえて次期計画を検討 

＜ 鉄道乗車人員の推移 ＞ ＜ コミュニティバス等乗車人員の推移 ＞ 

出典）加西市統計書 

※）宇仁ふれあいバスは（2020［R2］年 10 月）より導入 

※）福崎町・加西市連携コミュニティバスは（2021［R3］年 4 月）より導入 

出典）加西市所管データ 

R3 では復調し
ているものの、
R2 ではコロナ
禍の影響を受け

ている 

ねっぴ～号(市街地線[福祉会館線]) ねっぴ～号(市街地線[中富線])

ねっぴ～号(国正線) ねっぴ～号(九会線・フラワーセンター線)

はっぴーバス(万願寺線・芥田線・根日女の湯線・若井線) 宇仁ふれあいバス

福崎町・加西市連携コミバス

R2 以降コロナ禍の
影響を受けている 

・世界的に取り組みが推進されている「SDGs」の観点からも次期計画を検討 

出典）第 6 次加西市総合計画 

「持続可能な開発目標」（SustainableDe

velopmentGoals、SDGs）とは、2015 年 9

月の国連サミットで採択された、国連加

盟 193 か国が 2016 年から 2030 年の 15 年

間で達成するために掲げた国際目標であ

る。「誰一人取り残さない」ことを基本理

念として掲げており、貧困撲滅や差別解

消、環境と調和した都市整備など、17 の

分野別目標が掲げられている。 

＜ SDGs とは ＞ ＜ 加西市における SDGs ＞ 
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＜ マックスバリュの移転先 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・下里地区の主な商業施設であった「マックスバリュ」が九会地区に移転し、九会地

区で商業施設を中心とした拠点が形成された 

・その他、生活必須施設である商業施設や医療施設、金融施設の立地状況も変化 

出典）マックスバリュ HP 
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② 幹線のネットワークの変化 

 

 

＜ 北条鉄道法華口駅における鉄道交差事業について ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・北条鉄道の法華口駅での鉄道交差事業が完了したことに伴い、朝・夕の運行本数が

増加 

出典）北条鉄道 HP 

■増便概要（平日のみ） 

北条町駅発 

【朝】6：10、7：12、8：21 【夜】19：18、20：18 

粟生駅発 

【朝】6：45、7：46、8：52 【夜】19：51、20：51 
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＜ 路線バス路線網図 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・路線バスの八千代北条線や姫路北条線の減便、市外の路線短縮など、幹線機能の変

化に伴う対応が必要 

※）2022（R4）年 4 月現在 

減便 
(31 便→28 便) 

減便 
(8 便→4 便) 

大和→八千代小
学校前への路線

短縮 

高砂駅→宝殿駅
への路線短縮 

減便 
(16 便→13 便) 

減便 
(22 便→20 便) 

【高速バス】 
・中国ハイウェイ：減便 
 （53 便→37 便） 
・ウエスト神姫高速バス：減便 
 （32 便→28 便） 
・津山エクスプレス京都号：運休 
 2020（R2）年 10 月 1 日より 
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③ コミュニティバス、地域内交通の変化 

 

 

＜ コミュニティバス等路線網図 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・sora かさい線や宇仁ふれあいバス、日吉地区乗り合いタクシー等の運行や北条鉄

道交差事業による増便に伴う時刻の変更など、コミュニティバスの再編を実施 

日吉地区乗り合い
タクシーの運行 

福崎町・加西市連
携コミュニティバ

スの運行 

sora かさい線の
運行 

宇仁ふれあいバス
の運行 

※）2022（R4）年 4 月現在 
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・地域が主体となる公共交通（地域主体型交通）が宇仁地区、日吉地区で運行してお

り、今後も随時導入予定 

＜ 宇仁ふれあいバス ＞ 

＜ 日吉地区乗り合いタクシー ＞ 

出典）神戸新聞 HP 

出典）神戸新聞 HP 


